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研究要旨  

コロナ禍でコーディネーターに対して実施したアンケートの結果、26％が３密を回避する場所

の確保が困難で、71％がドナーや家族の同席について感染の不安を感じていた。ドナーや家族

からリモートコーディネートの要望や提案をされ、37％にリモートコーディネートの経験があ

ったが、82％はスマホの利用であった。また、20％で日程調整は遅延していた。本研究におい

てドナー候補の感染リスクを軽減し、さらに調整医師の負担を軽減するために、ドナーの希望

を確認の上、説明動画を用いた事前説明、Webや IoTデバイス（タブレット等、適切な機器）

をもちいたオンラインコーディネート体制を整備し、アンケート調査により評価を行った。体

制整備後のコーディネーターへのアンケートでは、63％がタブレットを使用し、88％が機器の

操作が簡単で、79％で面談はスムーズであったと回答した。自由記載で、密の回避、負担、リ

スク軽減、日程調整が早い、スムーズの肯定的な意見があった一方、接続、電波状況について

の問題点も指摘があった。ドナーおよび家族に対するアンケート結果では、それぞれ61％、

51％がタブレットを使用し、88％、97％が面談はスムーズにでき、57％、63％がコロナ禍でな

くても、リモートコーディネートを希望した。調整医師・立会人に対するアンケート結果で

は、68％がタブレットを使用し、86％が面談はスムーズにできた。 

タブレットを用いたリモートコーディネートは十分許容できる手段であった。 

 

Ａ. 研究目的 

本研究では、タブレットを用いたリモートでの最

終同意面談、確認検査説明を迅速に効率よく実施

できる体制を整備し、ドナーや家族、コーディネ

ーターの移動を不要とし、感染リスクの軽減、不

安を解消することによって、パンデミック下でも

最適な造血幹細胞移植医療体制を維持することを

目的とする。 

 

Ｂ. 研究方法 

 本研究では、ドナー候補の感染リスクを軽減

し、さらに調整医師の負担を軽減するために、各

地域やドナーのニーズに合わせた多様なコーディ

ネートシステムをモデルケースとして検討し、評

価を行い、全国に拡大する。各モデルケースで

は、ドナーの希望を確認の上、以下の一部あるい

は全ての方法を用いることでコーディネートのリ

モート化および簡素化の試験実施を行う。1）説明

動画を用いた事前説明、2）WebやIoTデバイス（タ

ブレット等、適切な機器）をもちいたオンライン

コーディネート（採取についての説明、問診、質

問に対する回答、同意取得）、3）地域の医療機関

（一般病院、開業医）によるドナー候補の診察と

採血、4）同意の二段階プロセスの省略による手続

きの簡素化最終同意面談でのドナー家族の参加の

個別化および簡素化。導入されたリモートコーデ
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ィネート体制の課題を改善するため整備した環境

の有用性をアンケート調査により検討する。 

＜倫理面への配慮＞ 

 臨床研究を実施する際は、倫理指針を遵守し、

倫理委員会の承認を得て実施し、文書にて、研究

方法、予想される利益と不利益、自由意思による

参加と取消しの自由、その場合に不利益とならな

いこと、プライバシーの保護について説明し、文

書にて同意を得て実施する。 

 

Ｃ. 研究結果 

コロナ禍でコーディネーターに対して実施したア

ンケートの結果（回答数90）、26％が３密を回避

する場所の確保が困難で、71％がドナーや家族の

同席について感染の不安を感じており、ドナーや

家族からリモートコーディネートの要望や提案を

されており、37％にリモートコーディネートの経

験があったが、82％はスマホの利用であった。ま

た、20％で日程調整は遅延していた。 

リモートコーディネートの補助ツールとして確認

検査、最終同意の内容を視聴できる動画を作成

し、公開した（https://isyokukyoten-

ocu.jp/documents/）。 

リモートコーディネート体制整備後のコーディネ

ーターに対するアンケート結果（回答数 62）で

は、63％がタブレットを使用し、88％が機器の操

作が簡単で、79％で面談はスムーズであったと回

答した。自由記載で、密の回避、負担、リスク軽

減、日程調整が早い、スムーズの肯定的な意見が

あった一方、接続、電波状況についての問題点も

指摘があった。ドナーに対するアンケート結果

（回答数44）では、61％がタブレットを使用し、

88％が面談はスムーズにでき、57％がコロナ禍で

なくても、リモートコーディネートを希望した。

家族に対するアンケート結果（回答数35）では、

51％がタブレットを使用し、97％が面談はスムー

ズにでき、63％がコロナ禍でなくても、リモート

コーディネートを希望した。調整医師・立会人に

対するアンケート結果（回答数 113）では、68％が

タブレットを使用し、86％が面談はスムーズにで

きた。 

 

Ｄ. 考察 

タブレットを用いたリモートコーディネートは機

器の操作が簡単で、面談はスムーズに実施でき、

密の回避、負担、リスク軽減、迅速な日程調整が

可能であったが、電波状況など適切な接続環境が

重要であった。半数のドナーや家族はコロナ禍で

なくても、リモートコーディネートを希望してお

り、今後のコーディネートのあり方の一助になる

と考える。2021年より全国に導入し、現在までに

リモート面談230件（iPad使用 84件、スマホ利用

146件）実施した。 

 

 

Ｅ. 結論 

 タブレットを用いたリモートコーディネートは

十分許容できる手段であった。 
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